
箕面市へのネットワーク道路の整備について 令和 7年 2月 10 日

建設常任委員協議会資料

資料１

１．目的（道路の必要性）

(1) 市北中部の災害時における交通脆弱性の解消

市北中部の東西交通を担う国道 477 号は、豪雨時に通行止め※となることなどから、災害

時の補完ルートの整備が必要 ※24 時間連続雨量 110 ミリ超で通行止、年１回程度発生

(2) 平時の利便性の向上

本市北中部と箕面市を結ぶことで、移動時間が短縮されるなど両市往来による地域活性化

に寄与

２．ネットワーク道路の概要

＜道路諸元＞

総延長約 1.1km(川西市区域延長約 0.9km)、幅員 10ｍ、片側歩道第４種第２級

大規模盛土区間あり、トンネル延長約 0.1km、総事業費（概算）約 20 億円

３．箕面市との協議

舎羅林山地区と箕面森町地区を繋ぐネットワーク道路の整備に向け、箕面市と協議

・令和 3 年 11 月 両市で協議開始

・令和 6 年 4 月 基本協定書を締結（ルート案や役割分担など）

・令和 6 年 12 月 実施協定書を締結（民間活力を活用した整備手法の検討など）

４．民間活力を活かした手法の流れ（想定）

民間事業者による施工後、市へ帰属（道路法 24 条※）

※道路法 24 条：道路管理者の承認を受ければ道路管理者以外の者が道路に関する工事を

行うことができる

＜関連資料＞

資料２ ネットワーク道路の整備に関する基本協定書

資料３ ネットワーク道路の整備に関する実施協定書

資料４ 舎羅林山地区開発の状況
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実施協定書の締結

【実施協定書の概要】

完成目標：令和１０年度早期

整備手法：①当該道路の整備着手前に、各市域において道路法による路線の認定

②民間活力を最大限に活かした手法により道路整備事業の実施を検討

当該事業に要する費用負担が生じないことを前提とする
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舎羅林山地区開発の状況（令和６年 12 月末時点）

1

(1) 主な開発許可の経過と概要

(2) 開発工事

・完成予定：令和７年３月(１工区) 令和７年５月(２工区) 令和９年度以降(３工区)

・進捗状況：雨水排水工事、舗装工事等を実施中

・交差点改良：令和７年３月末完成予定

交差点名「舎羅林山」

・交流ゾーン：未定

年月日 開発許可等 事業主 建築物の用途

令和３年 12 月 27 日 開発許可
㈱近畿興産、川西１～３

特定目的会社、ESR㈱
物流施設４棟、工場６棟

令和６年 ２月 26 日 特定承継
㈱近畿興産、川西１～４

特定目的会社、ESR㈱
物流施設４棟、工場６棟

令和６年 12 月 27 日 開発変更許可
㈱近畿興産、川西１～４

特定目的会社、ESR㈱
物流施設６棟、工場６棟

(3) 建築工事

箇 所 延べ面積 階数 完成予定 進捗状況

Ａ敷地

(物流施設１)
119,505.54 ㎡ 地上６階

令和７年

５月 31 日

6 階躯体、1～4 階内装

工事を実施中

Ｂ敷地

(物流施設２)
124,632.24 ㎡ 地上６階

令和７年

３月 31 日

6～R 階躯体、1～6 階

内装工事を実施中

Ｃ敷地

(物流施設３)
約 422,300 ㎡

地上８階

（予定）

令和９年度

以降

令和７年４月１ 日

着工予定

Ｄ１敷地

(物流施設４)
約 63,600 ㎡ 未定 未定 －

Ｄ２敷地

(物流施設５)
未定 未定 未定 －

Ｄ３敷地

(物流施設６)
未定 未定 未定 －

交流ゾーン②

交流ゾーン①

工場ゾーン①

工場ゾーン②

工場ゾーン③

工場ゾーン④

工場ゾーン⑤

工場ゾーン⑥

Ａ敷地 Ｂ敷地

Ｃ敷地

Ｄ１敷地
Ｄ２敷地

Ｄ３敷地

＜凡例＞

：１工区

：２工区

：３工区

計画平面図

A 敷地・B 敷地の工事状況（南面より）

Ａ敷地

Ｂ敷地

大和地区
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